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対馬南警察署協議会第１回会議議事概要

日 時 令和６年１月29日(月） 13時30分～15時00分

場 所 対馬南警察署３階講堂

１ 協議会委員

松尾会長 中田委員 荒木委員 尾上委員 播磨委員

２ 警察署

出 席 者 田川署長 梅野副署長 白石警務課長 平林刑事生活安全課長

豊増交通課長

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見である「年末における交

通事故抑止対策の強化」に対する推進状況について、次のとおり説

明があった。

(1) 事業者への声掛け（ 対馬市レンタカー事業者連絡協議会」の開催）「

(2) 交通指導取締りの推進

(3) 高齢者及び歩行者を重点対象とした交通事故防止対策の更なる

推進

ア 反射材普及活動の実施

イ 通学路点検の実施

ウ 交通安全運動における各種キャンペーンの実施

(4) 飲酒運転根絶運動の推進

ア ミニ広報紙による飲酒運転防止広報の実施

会議の状況 イ 飲食店訪問活動の実施

２ 令和５年10月から12月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 犯罪被害者等支援活動の住民への周知徹底

ア 各種広報媒体を積極的に活用した広報の実施

イ 被害者遺族手記パネル展及び広報キャンペーンの実施

ウ 犯罪被害者支援ネットワーク担当者会議の開催

(2) 身近な犯罪に対する被害の未然防止活動の強化

ア 子供に対する犯罪被害防止

(ｱ) 保育園児に対する防犯講話の実施

(ｲ) 不審者対応訓練の実施

(ｳ) 薬物乱用防止教室における講話の実施

(ｴ) 情報セキュリティ講話の実施

イ ニセ電話詐欺の被害防止

(ｱ) ニセ電話詐欺対策研修会の開催

(ｲ) 被害防止対策講話の実施



(ｳ) 年金支給日における防犯キャンペーンの実施

(3) 年末に向けた交通事故抑止対策の推進

１の記載内容に同じ

(4) 国際テロ諸対策の推進

ア 関係機関との連携強化

イ 各種管理者対策の推進

(5) 北朝鮮人権侵害問題啓発週間に伴う取組の推進

あらゆる機会を通じた広報啓発活動の実施

(6) 各種警戒活動の強化

ア 制服警察官による警戒活動の推進

(ｱ) 効果的な要望把握活動の実施

ａ 交番・駐在所地域安全協議会の開催

ｂ 巡回連絡による要望事項の把握

(ｲ) 制服警察官による警戒活動の実施

ａ レッド走行による警戒

ｂ 金融機関やコンビニエンスストアに対する警戒の実施

ｃ 各種訓練の実施

イ 職務質問による犯罪検挙

(ｱ) 職務質問の実施状況

(ｲ) 主な犯罪検挙状況

会議の状況 ３ 令和６年対馬南警察署業務運営重点について

、 、署長から 令和６年における対馬南警察署業務運営重点について

次のとおり説明があった。

○ 時代の変化に対応した安全で安心な街づくりの推進

４ 令和６年１月から３月までの業務運営計画について
署長から次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進
高齢者との面接等による防犯指導

(2) 総合的な犯罪抑止対策の推進
ア ニセ電話詐欺被害防止対策の推進
イ 子供の安全を確保するための諸対策の推進

(3) 子供と高齢者関連事故防止対策の推進
ア 安全横断「手のひら運動」の浸透
イ 歩行者事故及び自転車事故の防止

(4) 沿岸諸対策の推進
ア 関係機関との連携強化
イ 各種広報活動の推進

(5) 国際テロ諸対策の推進
ア 関係機関との連携強化
イ 各種広報活動の推進

(6) 110番通報の適正利用の促進
ア 各種広報媒体を活用した広報活動の実施
イ 高齢者世帯を中心とした巡回連絡による防犯指導の実施

５ 速度取締りの指針について
交通課長から、次のとおり説明があった。



(1) 速度違反取締り重点
(2) 管内における交通事故実態
(3) その他の交通指導取締り重点

○ 「交通事故防止対策と設備等の点検・整備」について
提 出 意 見 交通事故が若干増加傾向にあり、これから新入学の時期を迎える

ことから、通学路含めた交通危険箇所の把握、設備等の点検・整備
等の交通事故防止対策をお願いしたい。


